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水
し
ぶ
き
に
歓
声 

 

市
内
各
小
学
校
で
プ
ー
ル
開
き 

　
本
格
的
な
夏
の
到
来
を
前
に
市
内
の
各
小
学
校
で
プ
ー
ル
開
き
が
行
わ
れ
、子
ど
も
た
ち
が
心
待
ち
し
て
い

た
初
泳
ぎ
を
楽
し
み
ま
し
た
。６
月
30
日
に
行
わ
れ
た
浦
田
小
学
校（
児
童
数
27
人
）で
は
、「
わ
ー
冷
た
い
！
」

と
言
っ
て
水
に
入
っ
た
児
童
た
ち
も
す
ぐ
に
大
は
し
ゃ
ぎ
。先
生
と
手
を
つ
な
ぎ
輪
に
な
っ
て
プ
ー
ル
を
回
っ

て
み
た
り
、ま
た
水
を
掛
け
合
っ
た
り
と
、約
１
時
間
ほ
ど
の
間
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。 
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６月定例議会行政報告（その２）

６
月
定
例
議
会

行

政

報

告

(2)

６月定例議会行政報告（その２）

建
設
部
・
水
道
課
関
係 

■
都
市
計
画
課  

　
都
市
計
画
道
路
・
太
田
川
口
線（
元
町
工

区
）整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
用

地
取
得
及
び
物
件
補
償
契
約
に
向
け
た
交

渉
を
進
め
て
お
り
、５
月
末
現
在
の
進
捗

率
は
、
件
数
比
58
％
、金
額
比
87
％
で
す
。 

　
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
な
か
た
い
住
宅
に
つ

い
て
は
、３
月
末
に
独
立
行
政
法
人 

雇
用･

能
力
開
発
機
構
か
ら
引
渡
し
を
受
け
、４

月
１
日
か
ら
市
営
住
宅
と
し
て
管
理
運
営

を
開
始
し
ま
し
た
。な
お
、５
月
末
現
在
に

お
け
る
市
営
住
宅
の
入
居
状
況
は
、特
定

公
共
賃
貸
住
宅
も
含
め
た
全
管
理
戸
数
６

１
０
戸
に
対
し
て
、
入
居
戸
数
５
７
２
戸
、

入
居
率
94
％
で
す
。 

　
阿
仁
地
区
の
老
朽
住
宅
建
替
事
業
に
つ

い
て
は
、基
本
設
計
着
手
に
先
だ
ち
、５
月

27
日
に
対
象
団
地
の
入
居
者
に
対
し
て
、

事
業
概
要
の
説
明
と
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

　
市
の
平
成
19
年
度
建
築
確
認
申
請
総
数

は
、２
２
３
件
で
、前
年
度
に
比
べ
て
10
件

（
５
％
）の
増
加
で
し
た
。 

　
都
市
公
園
災
害
復
旧
工
事
２
件（
米
代

川
河
川
緑
地
・
北
緯
40
度
カ
ン
ト
リ
ー
パ

ー
ク
）に
つ
い
て
は
、雪
解
け
を
待
っ
て
３

月
下
旬
に
発
注
し
、繰
越
事
業
と
し
て
６

月
下
旬
の
工
期
内
完
成
に
向
け
順
調
に
進

捗
し
て
い
ま
す
。 

■
建
設
課 

　
繰
越
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
た
道
整

備
交
付
金
事
業
・
大
野
台
幹
線
に
つ
い
て

は
、５
月
末
に
舗
装
工
事
が
完
成
し
て
お

り
ま
す
。市
道
小
様
三
枚
線
の
舗
装
工
事

は
、４
月
末
に
発
注
し
、９
月
24
日
ま
で
の

工
期
で
施
工
中
で
す
。 

　
道
路
等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、融

雪
後
、舗
装
路
面
補
修
や
除
雪
に
よ
る
破

損
箇
所
の
補
修
、雪
捨
場
の
清
掃
、路
肩
清

掃
を
終
え
て
い
ま
す
。ま
た
、全
国
植
樹
祭

の
開
催
に
あ
わ
せ
て
、傷
み
が
著
し
く
住

民
要
望
も
多
か
っ
た
２
路
線
の
舗
装
補
修

工
事
を
終
了
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
19
年
災
の
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い

て
は
、３
月
末
に
13
件
、５
月
に
１
件
の
計

14
件
を
１
億
１
０
５
５
万
４
５
０
０
円
で

発
注
し
、繰
越
事
業
と
し
て
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。残
り
に
つ
い
て
も
早
期
に
発

注
の
予
定
で
す
。 

■
下
水
道
課 

　
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、鷹
巣

処
理
区
に
お
い
て
、高
野
尻
、太
田
屋
敷
後

及
び
太
田
地
区
の
各
一
部
39
・
９
ha
を
、阿

仁
合
処
理
区
に
お
い
て
、水
無
地
区
、荒
瀬

地
区
の
一
部
及
び
吉
田
地
区
の
18
・
０
ha

を
、合
川
処
理
区
に
お
い
て
、川
井
地
区
の

一
部
０
・
１
ha
を
、４
月
１
日
に
そ
れ
ぞ
れ

供
用
開
始
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
下

水
道
供
用
区
域
面
積
は
、鷹
巣
処
理
区
２

６
０
・
８
ha
、
阿
仁
合
処
理
区
89
・
０
ha
、

合
川
処
理
区
87
・
６
ha
で
す
。 

　
公
共
下
水
道
事
業
の
工
事
に
つ
い
て
は
、

合
川
処
理
区
に
お
い
て
、川
井
地
内
の
面

整
備
工
事
１
件
を
発
注
し
て
い
ま
す
。 

■
水
道
課 

　
上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、鷹
巣
橋
添

架
管
補
修
及
び
深
関
沢
地
区
増
圧
工
事
実

施
設
計
業
務
委
託
の
２
件
を
発
注
し
て
い

ま
す
。ま
た
、工
事
関
係
は
、東
横
町
地
区

配
水
管
布
設
工
事（
PP
φ
50
Ｌ
＝
４
４
２

ｍ
）１
件
を
発
注
し
て
い
ま
す
。 

 

  

■
常
備
消
防 

　
市
内
に
お
け
る
平
成
20
年
１
月
か
ら
４

月
ま
で
発
生
し
た
災
害
件
数
は
、火
災
９

件
。内
訳
は
、建
物
火
災
３
件
、林
野
火
災

２
件
、そ
の
他
火
災
４
件
で
す
。 

　
建
物
火
災
で
は
、住
家
全
焼
２
棟
、ぼ
や

１
棟
、非
住
家
全
焼
１
棟
、部
分
焼
５
棟
、

ぼ
や
１
棟
で
す
。損
害
額
は
、３
０
１
８
万

３
千
円
で
、昨
年
同
期
件
数
で
２
件
の
減
、

損
害
額
で
は
２
億
１
４
６
万
８
千
円
の
減

で
す
。ま
た
、火
災
に
よ
る
け
が
人
は
中
等

症
２
人
で
す
。 

　
救
急
救
助
件
数
は
、救
急
が
４
３
９
件

で
昨
年
同
期
25
件
の
増
、搬
送
人
員
は
４

１
５
人
で
し
た
。ま
た
、救
助
は
12
件
の
出

場
が
あ
り
、そ
の
内
３
件
で
活
動
し
３
人

を
救
助
し
て
い
ま
す
。 

　
市
町
村
消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て
は
、

県
の
広
域
化
推
進
計
画
に
基
づ
き
、対
象

と
な
る
３
消
防
本
部
を
構
成
す
る
３
市
１

町
１
村
の
第
１
回
事
務
担
当
者
会
議
が
開

か
れ
、平
成
24
年
度
末
の
新
消
防
本
部
設

立
に
向
け
、基
本
方
針
等
を
盛
り
込
ん
だ

運
営
計
画
策
定
に
向
け
、取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

■
非
常
備
消
防 

　
平
成
19
年
度
消
防
功
労
者
表
彰
式
に
お

い
て
、当
市
消
防
団
が
９
・
17
豪
雨
災
害
の

水
防
任
務
で
、消
防
功
労
団
体
と
し
て
県

知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
春
の
火
災
予
防
運
動
初
日
の
４
月
６
日
、

支
団
ご
と
に
一
斉
放
水
訓
練
、消
防
車
に

よ
る
予
防
広
報
パ
レ
ー
ド
、小
型
ポ
ン
プ

等
機
械
器
具
の
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
平
成
20
年
度
全
国
水
防
大
会
で
は
、
席

上
、当
市
消
防
団
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
第
３
回
東
北
水
防
技
術
競
技
大
会
が
５

月
31
日
に
花
巻
市
で
開
催
さ
れ
、県
代
表

と
し
て
合
川
支
団
が
出
場
し
ま
し
た
。 

  

■
総
務
課 

　
長
期
山
村
留
学「
ま
と
び
学
園
」は
、
16

期
生
と
し
て
小
学
生
男
子
３
人
、中
学
生

女
子
１
人
の
入
園
生
を
迎
え
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。 

　
合
川
学
童
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、県
の

委
託
事
業
と
し
て
、ス
ト
レ
ス
な
ど
を
抱

え
た
県
内
外
の
小
中
学
生
を
対
象
に「
あ

き
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園
」事
業
が
ス
タ

ー
ト
し
、首
都
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
や
募
集
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

　
竜
森
小
学
校
は
、来
年
度
鷹
巣
南
小
学

校
へ
統
合
に
な
る
こ
と
か
ら
、閉
校
に
向

け
た
諸
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

■
義
務
教
育
課 

　
平
成
20
年
度
市
立
小
中
学
校
、幼
稚
園

の
入
学
・
入
園
式
が
４
月
４
日
か
ら
７
日

ま
で
に
行
わ
れ
、幼
稚
園
15
人
、小
学
校
２

４
８
人
、中
学
校
２
９
７
人
の
新
入
生
を

迎
え
ま
し
た
。５
月
１
日
現
在
の
小
学
校

16
校
の
児
童
数
は
１
７
２
６
人（
１
１
２

学
級
）、中
学
校
５
校
の
生
徒
数
は
９
６
０

人（
35
学
級
）で
す
。 

            

■
高
校
教
育
課 

　
平
成
20
年
度
合
川
高
等
学
校
の
入
学
式

が
４
月
８
日
に
行
わ
れ
、普
通
科
28
人
、情

報
ビ
ジ
ネ
ス
科
16
人
、介
護
福
祉
科
22
人

の
計
66
人
が
入
学
し
ま
し
た
。５
月
１
日

現
在
の
生
徒
数
は
、計
１
８
２
人
で
、科
別

で
は
普
通
科
71
人
、情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
54

人
、介
護
福
祉
科
57
人
で
す
。 

　
19
年
度
の
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
で
は
、

介
護
福
祉
科
生
徒
28
人
が
受
験
し
、合
格

者
は
25
人
、
89
・
３
％
の
合
格
率
で
、全
国

福
祉
系
高
等
学
校
合
格
率
57
・
５
％
を
大

幅
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。 

■
生
涯
学
習
課 

　
４
月
23
日
の
子
ど
も
読
書
の
日
に
、北

秋
田
市
鷹
巣
図
書
館
が
、子
ど
も
の
読
書

活
動
優
秀
実
践
図
書
館
と
し
て
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。子
ど
も
の

読
書
推
進
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、

図
書
館
活
動
に
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。 

　
高
齢
者
大
学
は
、高
鷹
大
学
３
３
０
人
、

合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
79
人
、森
吉
大
学
１

０
０
人
、前
田
寿
大
学
50
人
、阿
仁
生
き
活

き
大
学
53
人
、計
６
１
２
人
の
受
講
生
が

生
涯
学
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

　
放
課
後
子
ど
も
教
室
に
つ
い
て
は
、小

学
生
の
放
課
後
に
お
け
る
安
全
安
心
の
確

保
と
体
験
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
心
を
育

む
た
め
、市
内
14
か
所
の
児
童
館
等
で
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

■
公
民
館 

　
各
公
民
館
で
は
、市
民
の
学
習
や
交
流

を
深
め
る
場
と
し
て
定
期
講
座
を
企
画
し
、

多
く
の
受
講
生
を
迎
え
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。 

　
今
年
度
は
、中
央
公
民
館
及
び
鷹
巣
地

区
公
民
館
23
講
座
、合
川
公
民
館
５
講
座
、

森
吉
・
前
田
公
民
館
７
講
座
、阿
仁
公
民
館

９
講
座
の
合
計
44
講
座
が
開
講
し
て
い
ま

す
。 

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
第
46
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、４

月
19
日
に
市
役
所
本
庁
舎
前
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
と
す
る
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、１
・

５
キ
ロ
か
ら
10
キ
ロ
ま
で
の
４
コ
ー
ス
を

市
内
外
の
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
１
８
０

人
が
参
加
し
、健
脚
を
競
い
ま
し
た
。 

　
北
秋
田
市
民
プ
ー
ル
の
平
成
19
年
度
利

用
者
数
は
、プ
ー
ル
に
２
万
５
９
４
３
人
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
７
２
５
０
人
の
、

合
わ
せ
て
３
万
３
１
９
３
人
で
し
た
。月

平
均
利
用
者
数
は
、２
７
６
６
人
／
月
で
、

前
年
度
よ
り
１
２
０
人
／
月
ほ
ど
増
加
し

て
い
ま
す
。 

  

　
平
成
20
年
６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
18
日
に
開
会
、
７
月
３
日
ま
で
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
行
政
報
告
と
上
程
さ
れ
た
各
議
案
の
大
綱
質

疑
、
ま
た
26
日
、
27
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
各
常
任
委

員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、
最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
号

に
引
き
続
き
６
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

▲鷹巣中央公園で行われた消防団・婦人消防隊

による一斉放水訓練 

▲好天の下開催された第46回河田杯マラ

ソン大会 

▲市内16校で行われた入学式（写真：鷹巣小） 

消
防
本
部
関
係

教
育
委
員
会
関
係
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懐中電灯 携帯ラジオ

貴重品 救急医療品 その他

●非常持出品

できれば１人にひ
とつ用意。予備の
電池と電球 
も忘れずに 

小型で軽く、
AMとFMの両
方を聞けるも
のを用意。 

カンパンや缶詰など、火を通
さずに食べられるものを。水
はペットボトルが便利。乳幼
児がいる場 
合には粉ミ 
ルクなども 
忘れずに。 

現金、預貯金
通帳、印鑑、
健康保険証、
住民票のコピ
ーなど。 

キズ薬、ばんそうこう、解熱
剤、かぜ薬、胃腸薬、目薬な
ど。常備薬など 

ヘルメット（防災ずきん）、
上着、下着、タオル、軍手、
紙の食器、ライター（マッチ）、
缶切り、ろうそく、ナイフ、
ビニール袋、 
ティッシュ、 
ビニールシート、 
生理用品、 
乳児用品など 

非常食・水

鷹巣地区

合川地区

森吉地区

阿仁地区

合川東小学校 
合川西小学校 
合川南学校 
合川北小学校 
合川東児童クラブ 
合川西児童クラブ 
合川南児童クラブ 
合川北児童クラブ 
李岱研修施設 
川井公民館 
八幡岱集会施設 
合川高等学校 
合川中学校 
増沢集会施設 
東根田多目的集会施設 
雪田多目的集会施設 

三木田多目的集会施設 
鎌沢生活改善センター 
西根田生活改善センター 
三里担い手センター 
摩当活性化施設 
下杉集会施設 
羽根山活性化施設 
道城児童館 
松ヶ丘児童館 
木戸石児童館 
あいかわ保育園 
大内沢児童館 
鎌沢児童館 
農村環境改善センター 
梅栄児童館 
老人憩いの家ことぶき荘 

大野台ハイランドハウス 
合川農村勤労福祉センター 
ひまわりの家 
合川学童研修センター 
桃栄多目的集会施設 
弥栄児童館 
美栄集会施設 
福田獅子舞伝承館 
東根田コミュニティハウス 
金沢公民館 
あいターミナル 
羽立児童館 
杉山田集会施設 
芹沢集会施設 
駅前公民館 

米内沢小学校 
森吉コミュニティセンター 
米内沢保育園 
森吉構造改善センター 
森吉総合スポーツセンター 
米内沢高等学校 
アグリハウス 
支郷児童館 
向本城児童館 
大沢会館 

本城地域コミュニティセンター 
浦田小学校 
浦田児童館 
森吉中学校 
桂瀬多目的集会所 
桂瀬児童館 
前田基幹集落センター 
前田保育園 
前田小学校 
コンベンションホール四季美館 

神成交流センター 
五味堀地域コミュニティセンター 
大岱児童館 
新屋布コミュニティセンター 
クウィンス森吉 
前田駅前自治会館 
根森田地域コミュニティセンター 
根森田自治会館 

交流センター 
文化会館（ファルコン） 
みちのく子ども風土記館 
中央公民館 
中央公民館分館 
保健センター 
地域福祉センター 
鷹巣中央保育園 
鷹巣体育館 
鷹巣小学校 
鷹巣児童館 
鷹巣東小学校 
栄生活改善センター 
サテライトステーションさかえ 

綴子児童館 
綴子基幹集落センター 
綴子小学校 
北健康増進センター 
糠沢自治会館 
岩谷林業センター 
田中総合センター 
サテライトステーションつづれこ 
鷹巣中学校 
鷹巣西小学校 
坊沢公民館 
七座健康増進センター 
今泉生活改善センター 
緑ヶ丘担い手センター 

鷹巣中央小学校 
老人憩いの家青葉荘 
小ヶ田生活改善センター 
鷹巣南中学校 
沢口林業センター 
七日市基幹集落センター 
鷹巣南小学校 
葛黒林業センター 
竜森小学校 
竜森地区コミュニティセンター 
明利又生活改善センター 
上舟木生活改善センター 
 

阿仁合小学校 
阿仁中学校 
大阿仁小学校 
阿仁公民館根子分館 
中村地区コミュニティセンター 
阿仁公民館荒瀬分館 
阿仁体育館 
阿仁林業研修センター 
阿仁合保育所 
大阿仁保育所 
湯口内自治集会所 
新町児童館 
下新町児童館 

上新町児童館 
畑町児童館 
萱草児童館 
伏影児童館 
幸屋渡児童館 
幸屋児童館 
比立内児童館 
長畑児童館 
小倉児童館 
阿仁公民館伏影分館 
阿仁公民館三枚分館 
阿仁公民館吉田分館 
阿仁山村開発センター 

阿仁農村環境改善センター 
阿仁農業者健康管理施設 
阿仁ふるさと文化センター 
保健福祉センター 
小様児童館 
小渕児童館 
吉田児童館 
畑町東裏児童館 
根子児童館 
笑内児童館 
戸鳥内地区特産品生産施設 
打当自治集会所 

 

北
秋
田
市
の
災
害
の
主
な
も
の
は
、長
雨
や

台
風
に
よ
る
豪
雨
災
害
、洪
水
、豪
雪
、火
災
な

ど
で
す
。特
に
、昨
年
発
生
し
た
９
・
17
豪
雨
は

家
屋
へ
の
浸
水
や
土
砂
災
害
、農
業
災
害
な
ど

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、平
成
16
年
10
月
に
起
き
た
新
潟
中
越

地
震
、
今
年
６
月
14
日
に
発
生
し
、
北
秋
田
市

で
も
震
度
４
を
記
録
し
た
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
の
記
憶
は
、大
型
の
地
震
に
対
す
る
不
安
を

大
き
く
し
て
い
ま
す
。 

　
災
害
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。北

秋
田
市
で
は
、災
害
が
起
き
て
も
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
、防
災
の
基
本

的
な
考
え
方
や
救
助
体
制
、情
報
伝
達
の
方
法
、

医
療
救
護
体
制
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ「
北
秋
田

市
地
域
防
災
計
画
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
６
月
18
日
か
ら
は
、
住
民
へ
の
避
難

勧
告
を
速
く
的
確
に
伝
え
る
こ
と
な
ど
を
目

的
と
し
て
作
成
す
る
「
北
秋
田
市
避
難
判
断
・

伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の
説
明
会
を
各
地
域
で
開

催
し
て
い
ま
す
。 

　
防
災
計
画
で
は
、次
の
公
共
施
設
を
避
難
所

に
指
定
し
て
い
ま
す
。
万
が
一
の
場
合
は
、
最

寄
の
施
設
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。家
族
が
離

れ
ば
な
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
日
頃
か
ら
避

難
所
を
申
し
合
わ
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

日頃から災害への備えを日頃から災害への備えを
万が一の場合は最寄の施設へ避難を‥‥‥避難所一覧

（北秋田市地域防災計画より）

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

最
寄
の
避
難
施
設
一
覧

　非常時の持ち出し品の例を示します。　必要なものを足したり引いたりしながら、あなたの非常時持ち出し

品をチェックし、持ち運びやすいリュックなどにまとめておきましょう。非常持ち出し用の食糧などは、1日分

を目安にしましょう（※自宅に備蓄しておく分は３日分をめやすにしましょう）。 
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胡桃館遺跡地中レーダー探査・米内沢高校着付け大会 伊勢堂岱遺跡第15次調査

   

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
は
、
秋
田
内
陸
線
小
ヶ

田
駅
付
近
の
台
地
に
位
置
す
る
、
縄
文
時

代
後
期
前
半（
今
か
ら
約
４
０
０
０
年
前
）

の
遺
跡
。
４
つ
の
環
状
列
石
が
発
見
さ
れ

る
な
ど
学
術
的
価
値
が
高
い
こ
と
か
ら
、 

平
成
13
年
１
月
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
小
牧
野
遺
跡
（
青
森
）
、
大

湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル（
鹿
角
市
）な
ど
北

東
北
及
び
北
海
道
の
環
状
列
石
の
あ
る
遺

跡
と
合
同
で
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
登
録

を
目
指
し
、昨
年
申
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
の
第
15
次
調
査
か
ら
調
査
主
体

を
台
地
の
東
側
に
移
し
、
環
状
列
石
周
辺

の
３
地
点
で
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
環
状
列
石
Ａ
北
側
の
４
千
年
前
の
地
層

で
は
、
列
石
Ａ
か
ら
続
く
張
り
出
し
部
分

を
確
認
し
た
ほ
か
、
帯
状
に
伸
び
る
２
条

の
硬
化
面
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
調
べ
る
と
、
▽
硬
化
面
は
周
囲

の
土
よ
り
も
明
ら
か
に
硬
く
、
性
質
が
異

な
る
▽
帯
は
約
２
ｍ
間
隔
に
平
行
に
走
り
、

対
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
▽
環
状
列

石
Ａ
に
向
か
っ
て
真
っ
直
ぐ
伸
び
て
い
る
、

と
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

    

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
石
な
ど
を
積

ん
だ
ソ
リ
状
の
運
搬
具
を
繰
り
返
し
引
き

ず
っ
た
、い
わ
ゆ
る
縄
文
時
代
の「
道
路
遺

構
」で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

縄
文
時
代
の
道
は
近
年
、
三
内
丸
山
遺
跡

な
ど
で
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
環
状
列
石
に
使
わ
れ
て
い
る
石
は
、
小

猿
部
川
な
ど
か
ら
運
ん
で
き
た
と
さ
れ
る

も
の
の
、
ど
の
よ
う
な
運
搬
方
法
で
遺
跡

の
あ
る
台
地
に
運
ん
だ
か
な
ど
か
は
謎
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
発
見
が
謎

を
解
く
手
が
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

    

　
遺
跡
は
、考
古
学
や
民
俗
学
、植
物
学
な

ど
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
る
「
伊
勢
堂
岱

遺
跡
調
査
検
討
委
員
会（
委
員
長
・
小
林
達

雄
國
學
院
大
学
教
授
）」の
指
導
と
助
言
を

受
け
な
が
ら
調
査
・
発
掘
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。 

　
７
月
４
日
に
は
今
年
度
の
第
１
回
検
討

委
員
会
が
開
か
れ
、
平
成
20
年
度
の
事
業

計
画
な
ど
に
つ
い
て
各
委
員
が
専
門
的
見

地
か
ら
指
導
と
助
言
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
中
で
、
調
査
中
の
硬
化
面
に
つ
い

て
委
員
か
ら
は
、「
今
年
の
大
き
な
発
見
。

硬
化
面
が
伸
び
る
方
向
を
定
め
て
か
ら
末

端
ま
で
調
査
範
囲
を
広
げ
て
」「
表
面
だ
け

で
な
く
断
面
に
つ
い
て
も
観
察
を
」な
ど

と
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、岩
石
学
が
専
門
の
委
員
か
ら
は
、

今
年
の
冬
、
縄
文
人
の
世
界
観
な
ど
を
知

る
手
が
か
り
と
す
る
た
め
、
遺
跡
北
側
の

眺
望
を
妨
げ
て
い
る
杉
を
伐
採
し
た
こ
と

に
触
れ
て
、「
伐
採
し
た
こ
と
で
田
代
岳
も

よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
だ
が
、

田
代
岳
の
麓
を
流
れ
る
岩
瀬
川
な
ど
に
は

伊
勢
堂
岱
の
列
石
の
石
と
成
分
が
近
い
石

が
あ
る
こ
と
が
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
関
連

性
を
調
べ
る
参
考
に
さ
れ
て
は
」
と
情
報

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
遺
跡
の
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト

入
り
に
つ
い
て
は
、
今
年
の
秋
に
結
果
が

出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

▲環状列石Ａ北側から発見された２条の硬化面。列石

の石を運んだ道の跡ではないかと推測されています 

▲胡桃館遺跡の遺物の詳細分布調査のため地中レーダ

ー探査が実施された鷹巣中学校野球場 

▲１５年ぶりに復活した米内沢高校の全校着付け大

会（写真は６月２９日の学校祭での発表）。佐々木校

長は大会で「着物の良さやしぐさなどを学び日本独

特の文化にふれてほしい」と話していました 
▲今年度の第１５次調査について指導と助言を行っ

た伊勢堂岱遺跡調査検討委員会（７月４日） 

環
状
列
石
に
向
か
っ
て
真
っ
直
ぐ

に
伸
び
る
帯
状
の
硬
化
面
発
見

環
状
列
石
造
営
の
謎
を
解
く

手
が
か
り
に
な
る
か

遺
跡
の
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト

入
り
は
今
年
の
秋
結
果
判
明

新
た
な
発
見
に
高
ま
る
期
待

新
た
な
発
見
に
高
ま
る
期
待

新
た
な
発
見
に
高
ま
る
期
待

新
た
な
発
見
に
高
ま
る
期
待

新
た
な
発
見
に
高
ま
る
期
待

地
中
レ
ー
ダ
ー
に
建
物
？
の
影

列
石
の
石
を
運
ん
だ
道
の
跡
か

◇

伊
勢
堂
岱
遺
跡
第
15
次
調
査

胡
桃
館
遺
跡奈

良
文
化
財
研
究
所
　
遺
物
の
範
囲
特
定
で
調
査
実
施

伝
統
の﹁
全
校
着
付
け
大
会
﹂が
復
活

米
内
沢
高
校
〜
日
本
の
伝
統
文
化
を
体
験

　
県
立
米
内
沢
高
校
（
佐
々
木
潤
子
校

長
、
生
徒
数
１
２
６
人
）
の
伝
統
行
事

と
し
て
か
つ
て
行
わ
れ
て
い
た
全
校

着
付
け
大
会
が
６
月
27
日
、
15
年
ぶ
り

に
復
活
し
ま
し
た
。 

　
米
内
沢
高
校
の
着
付
け
大
会
は
、
昭

和
23
年
に
家
庭
科
が
設
立
さ
れ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
最
初
は
家
庭
ク
ラ

ブ
の
行
事
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
昭
和
59
年
に
家
政
科
が
廃

止
さ
れ
、
ま
た
着
物
を
持
っ
て
い
る
生

徒
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら

平
成
５
年
に
行
わ
れ
た
第
33
回
大
会

を
最
後
に
自
然
消
滅
す
る
か
た
ち
と

な
り
ま
し
た
。 

　
大
会
の
復
活
が
決
ま
っ
て
か
ら
は
、

男
女
生
徒
が
専
門
の
講
師
か
ら
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
練
習
に
励
み
ま
し
た
。 

　
当
日
は
男
子
が
３
チ
ー
ム
、
女
子
９

チ
ー
ム
が
出
場
。
モ
デ
ル
１
名
と
着
付

け
２
名
の
３
人
１
組
で
、
制
限
時
間
を

15
分
間
と
し
、
着
付
け
に
関
す
る
７
項

目（
襟
元
、裾
、お
は
し
ょ
り
、背
縫
い
等
）

を
審
査
項
目
に
、
正
し
く
き
れ
い
に
着

付
け
ら
れ
る
か
を
競
い
ま
し
た
。 

　
生
徒
た
ち
は
、
練
習
で
学
ん
だ
手
順

を
確
認
し
な
が
ら
、
お
は
し
ょ
り
の
整

え
方
や
帯
の
結
び
方
な
ど
を
気
を
つ

け
て
、
モ
デ
ル
役
の
生
徒
に
着
物
を
着

せ
て
い
ま
し
た
。 

 

　
約
１
１
０
０
年
前
の
建
物
跡
な
ど
が
出

土
し
た
胡
桃
舘
遺
跡
の
地
中
レ
ー
ダ
ー
に

よ
る
建
物
跡
の
詳
細
分
布
調
査
が
７
月
上

旬
実
施
さ
れ
、
現
在
そ
の
結
果
に
つ
い
て

分
析
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
＊
　
　
　
　
＊ 

　
胡
桃
舘
遺
跡
は
、
西
暦
９
１
５
年
の
十

和
田
湖
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
発
生
し
た

シ
ラ
ス
洪
水
で
埋
没
し
た
と
い
わ
れ
て
い

る
平
安
時
代
の
遺
跡
。
昭
和
36
年
に
鷹
巣

中
学
校
野
球
場
の
整
地
作
業
中
に
須
恵
器

杯
や
土
師
器
鉢
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
後
、
昭
和
40
年
代
前
半
ま
で
に
国
と

県
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
、
建
物
４
棟
と

柵
列
が
２
列
、掘
立
柱
列
の
ほ
か
、木
簡（
文

字
が
書
か
れ
た
木
札
）
な
ど
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。 

　
１
千
年
以
上
前
の
建
築
材
が
当
時
の
ま

ま
出
土
し
た
例
は
奈
良
・
京
都
の
神
社
仏

閣
を
除
い
て
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
き
わ
め

て
貴
重
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
調
査
は
、
建
物
跡
が
ど
こ
ま
で

埋
ま
っ
て
い
る
か
そ
の
範
囲
を
特
定
す
る

た
め
、平
成
20
・
21
年
度
の
２
カ
年
で
調
査

を
行
う
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。 

　
遺
跡
は
シ
ラ
ス
洪
水
の
土
石
流
で
埋
ま

っ
て
お
り
、
地
表
か
ら
３
ｍ
下
に
存
在
す

る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
発
掘
調
査
で
は
困

難
。
そ
の
た
め
市
教
委
で
は
近
年
の
考
古

学
で
大
き
な
成
果
を
残
し
て
い
る
地
中
レ

ー
ダ
ー
探
査
が
有
効
と
考
え
、
こ
の
調
査

方
法
で
実
績
の
あ
る
奈
良
文
化
財
研
究
所

に
委
託
し
ま
し
た
。 

　
調
査
を
行
っ
た
の
は
、
ほ
ぼ
野
球
場
の

外
野
部
分
に
あ
た
る
範
囲
。炎
天
下
、レ
ー

ダ
ー
を
50
㎝
お
き
に
何
度
も
往
復
さ
せ
、

そ
の
反
応
を
電
子
的
に
記
録
し
ま
し
た
。 

　
現
在
、調
査
結
果
を
分
析
中
で
す
が
、建

物
跡
と
推
測
さ
れ
る
反
応
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
レ
ー
ダ
ー
探
査
は
、今
年
の
秋
、野
球
場

北
側
の
田
ん
ぼ
に
つ
い
て
も
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

す
　
え
　
き 

は
　
じ
　
き 
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災害時の協力協定を締結、市長日誌 農業委員一般選挙・アユ釣り解禁

◇
６
月
16

日
〜
30
日 

市
長
日
誌 

様田トンネル 

16
日
（
月
）
▽
在
京
秋
田
県
高
等
学
校
同
窓
会
連
合
会
が
表
敬
訪
問

（
市
役
所
）
▽
第
59
回
全
国
植
樹
祭
に
か
か
る
行
幸
啓
で
天

皇
皇
后
両
陛
下
を
お
見
送
り（
大
館
能
代
空
港
） 

17
日（
火
）▽
東
北
電
力
大
館
営
業
所
と
の
災
害
協
定
調
印
式
に
出
席

（
市
役
所
） 

18
日（
水
）▽
北
秋
田
市
議
会
６
月
定
例
会
本
会
議
・
議
案
説
明
、大
綱

質
疑（
市
議
事
堂
） 

20
日（
金
）▽
一
般
国
道
１
０
３
号
改
築
促
進
期
成
同
盟
会
の
会
計
監

査
を
実
施（
市
役
所
） 

21
日（
土
）▽
鷹
巣
農
林
高
校
主
催「
大
綱
引
き
大
会
」開
会
式
に
出
席

（
銀
座
通
り
商
店
街
）
▽
第
15
回
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
通
常
総
代
会

に
出
席
（
文
化
会
館
）
▽
意
見
交
換
で
訪
問
の
公
明
党
副
代

表
井
上
衆
議
院
議
員
と
面
談（
市
役
所
）▽「
瑞
穂
の
国
を
目

指
し
！
森
林
か
ら
創
め
る
地
域
づ
く
り
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

出
席（
秋
田
看
護
福
祉
大
学
） 

23
日（
月
）▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
定
時
株
主
総
会
お

よ
び
取
締
役
会
に
出
席（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

26
日（
木
）▽
北
秋
田
市
議
会
６
月
定
例
会
本
会
議
・
一
般
質
問（
市
議

事
堂
） 

27
日
（
金
）
▽
北
秋
田
市
議
会

６
月
定
例
会
本
会
議
・

一
般
質
問（
市
議
事
堂
） 

30
日
（
月
）
▽
秋
田
内
陸
縦
貫

鉄
道
㈱
株
主
総
会
に

出
席
（
阿
仁
支
所
）
▽

第
17
回
米
代
川
花
火

大
会
実
行
委
員
会
に

出
席（
産
業
会
館
） 

▲市議会６月定例会一般質問で答弁する

岸部市長（６月２７日） 

（
農
　
業
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
団
体
役
員
） 

（
農
　
業
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

（
　
〃
　
） 

  現 現 現 現 現 現 新 新 現 現 現 現 現 新 新 新 現 現 現 現 現 現 現 現 現 現 現 現 現 現 

 

（
58
） 

（
69
） 

（
60
） 

（
60
） 

（
66
） 

（
66
） 

（
65
） 

（
61
） 

（
66
） 

（
66
） 

（
61
） 

（
47
） 

（
51
） 

（
47
） 

（
59
） 

（
59
） 

（
62
） 

（
54
） 

（
44
） 

（
55
） 

（
73
） 

（
66
） 

（
66
） 

（
56
） 

（
63
） 

（
71
） 

（
62
） 

（
67
） 

（
61
） 

（
60
） 

 

第
１
選
挙
区 

（
鷹
巣
地
区
） 

定
数
８ 

     

第
２
選
挙
区 

（
鷹
巣
地
区
） 

定
数
４ 

 

第
３
選
挙
区 

（
合
川
地
区
） 

定
数
８ 

     

第
４
選
挙
区 

（
森
吉
地
区
） 

定
数
６ 

   

第
５
選
挙
区 

（
阿
仁
地
区
） 

定
数
４ 

北
秋
田
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
当
選
者

　
任
期
満
了（
７
月
19
日
）に
伴
う
北

秋
田
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

は
６
月
29
日
告
示
さ
れ
、
立
候
補
者

数
が
５
選
挙
区
と
も
定
数
ど
お
り
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
無
投
票
と
な
り
ま

し
た
。 

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
７
月
６

日
、
市
役
所
で
選
挙
会
を
開
き
立
候

補
者
全
員
を
当
選
者
と
決
定
、
翌
７

日
、
当
選
証
書
附
与
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
な
お
、
公
職
選
挙
法
に
よ
る
公
選

以
外
の
委
員（
市
議
会
議
員
４
人
、農

業
協
同
組
合
２
人
、
農
業
共
済
組
合

１
人
、
土
地
改
良
区
１
人
、
計
８
人
）

は
、推
薦
を
受
け
て
７
月
22
日
、市
長

が
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

▲当選証書を附与する成田藤雄選挙管理委員長 

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙 

○
無
投
票
で
当
選
者
が
決
定 

　
市
内
で
１
日
、
ア
ユ
漁
が
解
禁
に

な
り
ま
し
た
。米
代
川
や
小
猿
部
川
、

阿
仁
川
な
ど
の
各
河
川
で
は
、
解
禁

を
待
ち
か
ね
た
太
公
望
た
ち
が
銀
色

に
輝
く
天
然
ア
ユ
を
次
々
と
釣
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。  

　
米
代
川
本
流
を
は
じ
め
、
小
猿
部

川
や
阿
仁
川
は
全
国
的
に
も
天
然
ア

ユ
が
豊
富
な
こ
と
で
知
ら
れ
、
解
禁

日
に
は
前
夜
か
ら
泊
ま
り
込
み
で
解

禁
を
待
つ
人
も
多
く
、
夜
明
け
と
と

も
に
竿
が
伸
ば
さ
れ
ま
し
た
。 

　
釣
り
方
は
、
糸
に
『
お
と
り
』
と
な

る
ア
ユ
を
つ
な
ぎ
、
縄
張
り
を
主
張

し
て
攻
め
て
来
る
ア
ユ
を
引
っ
掛
け

る
友
釣
り
。
ア
ユ
の
習
性
を
利
用
し

た
漁
法
で
す
。 

　
こ
の
う
ち
米
代
川
で
は
、
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
中
岱
橋
付
近
、
秋
田
内
陸

線
鉄
橋
付
近
、
糠
沢
付
近
な
ど
に
早

朝
か
ら
釣
り
人
が
繰
り
出
し
ま
し
た
。

　
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は
青
森
、岩
手
、

い
わ
き
な
ど
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
も

た
く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
栃
木
県
か
ら
夫
婦
で
訪
れ
、
テ
ン

ト
を
張
っ
て
解
禁
を
待
っ
て
い
た
と

い
う
60
代
の
女
性
は
、「
今
年
は
例
年

よ
り
魚
影
も
濃
い
み
た
い
。
今
日
か

ら
一
週
間
滞
在
し
ま
す
」
と
ア
ユ
釣

り
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
て
い
た
様

子
で
し
た
。 

　
ま
た
、
阿
仁
側
で
は
小
又
川
と
の

合
流
地
点
、
桂
瀬
、
根
小
屋
、
本
城
の

頭
首
工
付
近
で
釣
り
人
た
ち
が
釣
り

糸
を
垂
れ
、
じ
っ
く
り
と
当
た
り
を

待
っ
て
い
ま
し
た
。 

■お問い合わせ 

　鷹巣漁業協同組合　�６３－２８８７ 

　阿仁川漁業協同組合　�７２－４５４０ 

▲次々とかかる天然アユ（秋田内陸線米代

川鉄橋付近で） 

米
代
川
、
阿
仁
川
な
ど
で
ア
ユ
釣
り
解
禁
◇
釣
果
も
上
々

天
然
ア
ユ

天
然
ア
ユ
の
﹁
当
た
り

﹁
当
た
り
﹂
を
楽
し
む

を
楽
し
む

天
然
ア
ユ

天
然
ア
ユ
の
﹁
当
た
り

﹁
当
た
り
﹂
を
楽
し
む

を
楽
し
む

天
然
ア
ユ
の
﹁
当
た
り
﹂
を
楽
し
む

輝
く
銀
鱗

災
害
時
の
協
力
協
定
を
締
結

　
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
北
株
式
会
社（
イ
オ
ン
グ
ル
ー

プ
）と
北
秋
田
市
と
の「
災
害
時
に
お
け
る
支
援
協
力

に
関
す
る
協
定
書
」の
調
印
式
が
７
月
７
日
、市
役
所

で
行
わ
れ
、
地
震
等
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際

に
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
北
が
避
難
場
所
や
応
急
生
活

物
資
を
優
先
的
に
供
給
す
る
こ
と
を
主
な
内
容
と
す

る
協
定
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

　
　
　
　*

　
　
　
　
　
　*

 

　
北
秋
田
市
で
は
19
年
度
策
定
し
た
北
秋
田
地
域
防

災
計
画
に
も
民
間
企
業
と
の
相
互
協
力
を
規
定
し
て

お
り
、
先
月
17
日
に
は
東
北
電
力
大
館
営
業
所
と
協

力
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
東
北
各
県
に
90
店
舗
を
展
開
す
る
マ
ッ
ク

ス
バ
リ
ュ
東
北
㈱
は
、
秋
田
県
内
で
は
37
店
舗
の
う

ち
６
店
舗
が
市
町
村
と
の
災
害
協
定
を
締
結
し
て
お

り
、
こ
の
６
月
に
「
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
た
か
の
す
」
と
し

て
北
秋
田
市
に
出
店
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
こ
の

た
び
の
協
定
締
結
と
な
っ
た
も
の
で
す
。 

　
調
印
後
、岸
部
市
長
は「
昨
年
の
水
害
で
は
物
資
の

調
達
に
困
惑
し
た
。
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
に
総
合
的
な

支
援
を
い
た
だ
け
る
の
は
大
変
心
強
い
。
こ
れ
を
機

に
緊
密
な
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。 

　
ま
た
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
北
㈱
の
勝
浦
二
郎
社
長

は
、「
北
秋
田
市
の
店
舗
は
８
万
７
千
㎡
の
駐
車
場
を

有
し
、避
難
場
所
と
し
て
も
十
分
活
用
い
た
だ
け
る
。

地
元
に
根
ざ
し
て
社
会
貢
献
し
て
行
き
た
い
」
な
ど

と
あ
い
さ
つ
し
協
定
書
を
交
換
し
ま
し
た
。 

　
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
を
は
じ
め
と
し
た
イ
オ
ン
グ
ル
ー

プ
は
、
食
料
品
、
日
用
品
、
建
築
資
材
な
ど
を
大
量
に

流
通
、保
管
し
て
お
り
、当
地
域
で
の
災
害
発
生
時
に

鷹
巣
店
を
拠
点
に
優
先
的
に
生
活
物
資
の
提
供
の
協

力
が
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
避
難
し
た
住
民
へ
の

食
料
品
な
ど
の
提
供
や
災
害
復
旧
で
の
物
資
確
保
に

あ
た
り
大
き
な
力
に
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
協
定
書
で
は
、
市
の
要
請
に
基
づ
い
て
マ
ッ
ク
ス

バ
リ
ュ
鷹
巣
店
が
対
応
す
る
事
項
と
し
て
、
▽
災
害

時
に
駐
車
場
を
一
時
避
難
場
所
と
し
て
提
供
す
る
▽

災
害
時
に
水
道
水
（
井
戸
水
）
、
ト
イ
レ
を
可
能
な
範

囲
で
提
供
す
る
▽
放
送
設
備
等
を
利
用
し
災
害
情
報

等
を
提
供
す
る
▽
被
災
者
に
対
し
、食
糧
・
生
活
物
資

等
を
可
能
な
範
囲
で
供
給
す
る
、
こ
と
な
ど
が
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。 

▲署名した協定書を交わす岸部市長（右）とマックス

バリュ東北㈱の勝浦二郎代表取締役社長。協定締結に

よって災害時には物資確保等で優先的に支援を受け

られることになりました 

北
秋
田
市
と
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
北
㈱ 

三
沢
　
博
　 

松
岡
福
太
郎 

太
田
　
兵
一 

佐
藤
　
茂
延 

戸
嶋
宇
一
郎 

熊
田
　
　
進 

成
田
　
光
弘 

三
沢
　
定
幸 

長
岐
　
亮
仁 

佐
藤
　
敏 

畠
山
　
義 

布
田
　
久
人 

小
野
　
安
則 

金
田
　
敬
寛 

加
藤
　
　
悦 

三
浦
　
　
剛 

後
藤
　
久
美 

安
部
　
　
修 

佐
藤
　
篤
史 

藤
岡
　
茂
憲 

北
林
　
照
吉 

松
浦
　
義
春 

柏
木
　
　
勲 

佐
藤
　
哲
也 

柴
田
喜
代
志 

春
日
　
　
光 

嘉
成
　
久
雄 

伊
東
　
孝
夫 

湊
　
　
　
広 

柴
田
　
英
一 
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ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
で
全
国
準
Ｖ

　
第
21
回
全
国
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会
男
子

１
４
０
歳
Ａ
ク
ラ
ス（
ダ
ブ
ル
ス
）で
準
優
勝
し
た
栄

字
中
綱
の
福
田
幸
作
さ
ん
（
70
）
が
７
月
７
日
、
市
役

所
を
訪
れ
岸
部
市
長
に
成
績
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
神
奈
川
県
で
開
か
れ
た
大
会
に
は
全
国
か
ら
約
２

７
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
昨
年
は
Ｂ
ク
ラ
ス
を

制
し
た
福
田
さ
ん
。
国
体
経
験
者
も
出
場
す
る
同
ク

ラ
ス
は
初
挑
戦
で
し
た
が
、
大
館
市
の
細
谷
忠
芳
さ

ん
と
ペ
ア
で
見
事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。 

　
福
田
さ
ん
は
、「
相
手
の
胸
を
借
り
る
つ
も
り
で
挑

ん
だ
の
が
よ
か
っ
た
。
無
欲
の
勝
利
」
と
振
り
返
り
、

岸
部
市
長
は
、
意
欲
的
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組

む
福
田
さ
ん
を
称
え
て
い
ま
し
た
。 

福
田
幸
作
さ
ん
、
Ａ
ク
ラ
ス
初
挑
戦
で

ホ
タ
ル
が
飛
び
始
め
た
よ

き
び
き
び
と
大
会
に
臨
む

車
窓
か
ら
観
賞
　
秋
田
内
陸
線
ホ
タ
ル
号

稲
穂
ロ
ー
ド
を
花
の
道
に

大
太
鼓
の
里
保
全
隊
が
花
の
植
栽
活
動

平
成
20
年
度
市
消
防
団
各
支
団
訓
練
大
会

　
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
で
は「
ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
昨
年
か
ら
は
車
窓
か
ら
ホ
タ

ル
を
観
賞
す
る
ホ
タ
ル
号
を
運
行
し
て
い
ま
す
。 

　
７
月
４
日
、阿
仁
合
駅
か
ら
運
行
さ
れ
た「
笑
う
岩

偶
ホ
タ
ル
号
」に
は
、ホ
タ
ル
を
一
目
み
よ
う
と
約
40

人
が
乗
車
し
ま
し
た
。 

　
ホ
タ
ル
に
関
す
る
ク
イ
ズ
大
会
な
ど
を
楽
し
み
な

が
ら
白
坂
地
区
の
観
賞
地
点
に
到
着
。
こ
の
日
は
あ

い
に
く
の
悪
天
候
で
し
た
が
、
車
内
の
電
気
が
消
さ

れ
る
と
、あ
ち
こ
ち
で
ホ
タ
ル
が
確
認
で
き
ま
し
た
。 

　
霧
の
中
で
幻
想
的
に
光
る
ホ
タ
ル
に
子
ど
も
も
大

人
も
窓
か
ら
身
を
乗
り
出
し
て「
い
た
ー
！
」と
大
興

奮
の
様
子
で
し
た
。  

 
綴
子
大
太
鼓
の
里
保
全
隊（
藤
島
勝
政
隊
長
）に
よ

る
花
の
植
栽
活
動
が
７
月
６
日
、
同
地
区
内
の
農
免

農
道
、通
称「
稲
穂
ロ
ー
ド
」で
行
わ
れ
、子
ど
も
た
ち

も
含
め
地
域
住
民
約
６
０
０
人
が
環
境
保
全
活
動
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。 

　
活
動
は
、昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
県
の「
農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
対
策
」の
一
環
。赤
と
白
の
百
日
草
の

苗
約
６
２
０
０
本
が
用
意
さ
れ
、
田
中
か
ら
糠
沢
ま

で
の
区
間
約
３
・
３
㌔
の
農
道
の
両
側
に
植
え
ら
れ

ま
し
た
。 

　
保
全
隊
で
は
こ
の
後
、
苗
が
し
っ
か
り
と
根
付
く

ま
で
水
や
り
な
ど
の
手
入
れ
も
行
い
、
お
盆
過
ぎ
頃

に
は
稲
穂
ロ
ー
ド
が
花
で
美
し
く
彩
ら
れ
ま
す
。　 

 

北
秋
田
市
消
防
団（
吉
田
嘉
隆
団
長
）の
平
成
20
年

度
各
支
団
訓
練
大
会
が
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
市

内
の
河
川
敷
な
ど
で
開
か
れ
、
各
分
団
が
ポ
ン
プ
操

法
な
ど
で
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。 

　
大
会
は
、
的
確
、
迅
速
な
消
防
技
術
の
習
熟
、
消
防

防
災
体
制
の
充
実
強
化
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
年
に
一
度
各
支
団
ご
と

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
７
月
６
日
に
実
施
さ
れ
た
鷹
巣
支
団
の
大
会
に
は

10
分
団
と
婦
人
消
防
隊
が
参
加
。炎
天
下
、汗
だ
く
に

な
り
な
が
ら
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
、
規
律
部
門
の
３
部
門
で
き
び
き
び
と
競
技
に
臨

ん
で
い
ま
し
た
。　 

▲全国ラージボール卓球大会準優勝を成し遂げた福田幸作

さん。「無欲の勝利」と大会を振り返っていました 

▲子どもたちも含め、１０集落から約６００人が参加して行

われた「稲穂ロード」への花の植栽活動 

▲気温３０度を超える炎天下、きびきびと競技に臨む消防

団員（６日、米代川河川敷で行われた鷹巣支団の大会で） 

▲４０人がホタル号に乗り込み、車窓からのホタル狩りを

楽しみました。車内ではホタルに関するクイズ大会も 

﹁
出
陣
行
列
﹂を
切
り
絵
作
品
に

　
本
市
綴
子
の
「
大
太
鼓
の
館
」
に
７
月
２
日
、
綴
子

神
社
例
大
祭
で
の
出
陣
行
列
を
描
い
た
切
り
絵
作
品

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
寄
贈
し
た
の
は
、
阿
仁
前
田
出
身
で
大
館
市
東
台

の
元
小
学
校
教
諭
、
庄
司
時
二
さ
ん
（
68
）
。
作
品
は
、

隊
列
を
組
む
総
勢
80
人
ほ
ど
の
人
物
や
太
鼓
を
色
紙

や
和
紙
を
使
っ
て
色
鮮
や
か
に
表
現
し
た
も
の
で
、

１
枚
の
大
き
さ
が
40 
㎝
×
１
ｍ
の
５
枚
１
組
で
、
並

べ
る
と
長
さ
５
ｍ
以
上
に
も
な
る
大
作
で
す
。 

　
同
施
設
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
庄
司
さ
ん
は
、「
人

物
の
手
や
足
の
動
き
、表
情
な
ど
に
気
を
つ
け
た
。祭

り
の
華
や
か
さ
が
表
現
で
き
、満
足
し
て
い
る
」と
話

し
、作
品
を
佐
藤
修
助
副
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。 

大
館
市
の
庄
司
さ
ん
、
大
太
鼓
の
館
に
寄
贈▲佐藤副市長に作品を手渡す庄司さん。大太鼓の館のカウ

ンター上部に展示され来館者を迎えます 

竜
森
小
が
団
体
13
連
覇

　
第
36
回
交
通
安
全
子
供
自
転
車
大
会
が
７
月
２
日

秋
田
市
の
県
立
体
育
館
で
開
か
れ
、
団
体
の
部
で
竜

森
小
学
校
が
13
回
連
続
14
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
ほ

か
、鷹
巣
中
央
小
学
校
が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。 

　
大
会
に
は
全
県
か
ら
５
小
学
校
が
参
加
。
４
人
１

組
の
団
体
の
部
に
は
６
チ
ー
ム
、
個
人
の
部
に
37
人

が
出
場
し
、
交
通
規
則
の
知
識
を
問
う
学
科
と
３
種

目
の
実
技
で
総
合
得
点
を
競
い
ま
し
た
。 

　
学
校
統
合
の
た
め
今
年
度
で
閉
校
と
な
る
竜
森
小

に
と
っ
て
は
最
後
の
大
会
で
し
た
が
、
各
種
目
で
高

得
点
を
獲
得
し
、見
事
13
連
覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。 

　
同
小
チ
ー
ム
は
８
月
８
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ

る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。 

交
通
安
全
子
供
自
転
車
秋
田
県
大
会

▲１３連覇を果たした竜森小チームのメンバー。全国大会

でも上位入賞を目指そうと連日練習に取り組んでいます 



　広報きたあきた　20．７．16  12　広報きたあきた　20．７．16　 13

MANABI NO HIROBA

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

北秋田市 
教育委員会 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANABI　NO　HIROBA

MANABI NO HIROBA

故郷は近くにあって訪ねるもの

前田公民館�「前田地区のいいところ『さんぽ・散歩』」

▼ 

　
史
跡
や
自
然
環
境
保
全
地
域
な
ど
地

域
の
い
い
と
こ
ろ
を
観
て
歩
き
ま
し
た 

　表題の前田公民

館定期講座第１回目

が６月５日行われ、前

田小又、冷水地区のいい

ところを散歩しました。 

　参加者は１４人。桂の大木の根本から湧き出る冷水、

福寿草の群生地、各屋々の庭の木や花・盆栽・林道添い

の馬頭観音像や湯殿山石碑、そして沢山の草花などの

歓迎を受け、ハイライトの小又風穴地帯を一周しました。 

　冷んやりした空気とグリーンシャワーを浴びながら、

自然観察指導員・加賀隆之さんの説明を受け、亜高山植

物のベニバナイチャクソウ・フジノマンネングサなど

を観賞、約５㌔の道程を楽しく“さんぽ”しました。小又

風穴は昭和５７年に秋田県自然環境保全地域に指定さ

れています。皆さんも一度歩いてみませんか。 

   

　
平
成
20
年
度
成
人
式
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。 

開
催
日
　
８
月
15
日（
金
） 

場
　
所
　
北
秋
田
市
文
化
会
館 

対
象
者
　
昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
市
内
中
学
校
卒
業
者
及
び
市
内
在

住
者
　
※
個
別
に
通
知
を
差
し
上
げ

て
い
ま
す
が
、
該
当
す
る
方
で
通
知

が
届
い
て
い
な
い
場
合
な
ど
は
７
月

25
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

日
　
程 

▽
受
付
13
時
50
分
〜
▽
式
典
14
時
30

分
〜
▽
記
念
講
演
15
時
10
分
〜
▽
記

念
撮
影
16
時
20
分
〜
▽
主
催
／
北
秋

田
市
、北
秋
田
市
教
育
委
員
会 

◎
お
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
�

62-

６
６
１
８ 

    

　
平
成
20
年
度「
家
庭
教
育
支
援
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。 

▼
８
月
27
日（
水
） 

会
場
　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
　

時
間
　
10
時
30
分
〜
15
時 

内
容
　
「
子
育
て
・
親
育
ち
講
座
の
企

画
・
運
営
方
法
」「
地
域
の
家
庭
教
育
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」（
講
師
＝
秋
田
大

学
教
育
文
化
学
部
教
授 

望
月
一
枝
氏
）

／
事
例
研
究
会（
演
習
・
情
報
交
換
） 

▼
10
月
25
日（
土
） 

会
場
　
秋
田
県
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
ユ
ー
ス
パ
ル
）秋
田
市
寺
内 

時
間
　
13
時
〜
17
時
　 

内
容
　
「
父
親
の
家
庭
教
育
参
画
の

重
要
性
に
つ
い
て
」（
講
師
＝
仙
台
市

お
父
さ
ん
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
世

話
人
・
石
垣
政
裕
氏
）
／
「
地
域
に
お

け
る
『
お
や
じ
の
会
』
の
現
状
に
つ
い

て
」（
講
師
＝
県
内
各
地
域
の
お
や
じ

の
会
代
表
者
） 

▼
平
成
21
年
１
月
20
日（
火
） 

会
場
　
秋
田
県
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー 

時
間
　
10
時
30
分
〜
15
時
　 

内
容
　
「
企
業
に
お
け
る
家
庭
教
育

支
援
の
現
状
」（
講
師
＝
県
内
企
業
代

表
者
）
／
今
年
度
の
成
果
と
課
題
（
情

報
交
換
）／
閉
講
式 

※
交
通
費
・
昼
食
代
は
各
自
負
担
と

な
り
ま
す
。 

■
主
催
　
秋
田
県
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課 

◎
お
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
　

生
涯
学
習
課
�

62-

６
６
１
８ 

　
佐
竹
署
山
は
、
第
８
代
秋
田
藩
主
佐
竹
義
敦

（
１
７
４
８
│

１
７
８
５
）の
画
号
で
、洋
風
画
家
。

署
山
は
、洋
風
画
を
学
ぶ
以
前
か
ら
、狩
野
派
の

筆
法
で
老
松
を
好
ん
で
描
い
て
い
ま
す
。
そ
の

老
松
を
土
台
に
し
て
陰
影
法
を
取
り
入
れ
松
を

描
い
た
作
品
が
多
く
、
こ
の
絵
は
そ
の
代
表
的

な
作
品
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
「
秋
田
蘭
画
」（
秋
田
魁
新
報
社
）
で
は
、
こ
の

作
品
に
つ
い
て
、次
の
よ
う
に
解
説
・
評
価
し
て

い
ま
す
。 

　
「
（
中
略
）
近
い
視
点
で
拡
大
描
写
し
た
根
上

が
り
松
が
対
角
線
上
に
画
面
を
二
分
し
、
和
洋

折
衷
の
画
法
に
よ
る
巨
大
な
樹
幹
は
大
胆
で
迫

力
が
あ
り
、
署
山
の
松
の
描
写
に
対
す
る
自
信

に
満
ち
た
態
度
が
う
か
が
わ
れ
る
。
樹
間
か
ら

延
び
る
曲
折
し
た
枝
は
、
極
端
な
遠
近
法
を
用

い
て
不
自
然
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
上
に
署

山
写
生
帖
の
な
か
に
あ
る
赤
い
唐
鳥（
イ
ン
コ
）

と
同
じ
鳥
が
止
ま
っ
て
い
て
、
不
思
議
な
雰
囲

気
を
か
も
し
だ
し
て
い
る
。 

　
一
方
、前
景
の
老
松
と
は
異
な
る
視
点
で
、同

樹
下
方
の
背
後
遥
か
彼
方
に
広
が
る
銅
板
画
風

の
写
実
的
な
遠
景
は
、
強
い
前
景
を
ひ
と
き
わ

浮
き
立
た
せ
効
果
的
で
あ
る
。」 

　
絵
は
横
手
市
に
あ
る
秋
田
県
立
近
代
美
術
館

に
展
示
さ
れ
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
他
に
署
山
の
作
品
と
し
て
、「
湖
山
風

景
図
」「
老
松
図
」「
佐
竹
署
山
写
生
帖
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。 

▽
平
成
15
年
５
月
29
日
国
指
定
重
要
文
化
財 

　
　
　
＊
　
　
　
　
＊ 

▽
資
料
／「
秋
田
蘭
画
」（
秋
田
魁
新
報
社
）／「
在

県
秋
田
の
美
術
と
文
化
第
一
冊
」（
学
習
研
究
社
）、

他 ▽
協
力
者
／
木
村
正
彦
氏
（
米
内
沢
）
、
北
秋
田

市
鷹
巣
図
書
館
▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財

保
護
審
議
委
員
　
照
内
捷
二 

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

５

﹁
絹
本
着
色
松
に
唐
鳥
図
﹂

所
在
地
・
阿
仁
前
田
字
八
幡
森  

所
有
者
・
庄
司
千
代
松
氏（
東
京
都
在
住
） 

 

平
成
20
年
度
北
秋
田
市
成
人

式
を
開
催
し
ま
す

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座

■
全
県
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル 

申
込
期
限 

　
「
団
体
の
部
」
、「
家
庭
の
部
」
と

も
に
８
月
15
日
（
金
）
必
着
／
実

施
要
項
及
び
申
込
用
紙
は
中
央

公
民
館
、
鷹
巣
地
区
館
、
合
川
、
森

吉
、阿
仁
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。（
写

真
５
枚
添
付
） 

参
加
対
象 

【
団
体
の
部
】 

　
幼
稚
園
、
保
育
所
、
学
校
部
門
、

道
路
花
だ
ん
部
門
、
自
治
会
・
町

内
会
部
門
、
子
供
会
部
門
、
企
業
・

施
設
部
門
、
婦
人
会
・
老
人
ク
ラ

ブ
部
門 

【
家
庭
の
部
】 

　
家
族
で
作
っ
て
い
る
花
だ
ん

を
対
象
と
し
ま
す
。 

審
査
方
法 

　
９
月
中
旬
頃
に
す
べ
て
の
応

募
団
体
を
現
地
審
査
し
、
10
月
下

旬
（
予
定
）
に
表
彰
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
家
庭
の
部
は
書
類
・
写
真

審
査
の
み
と
な
り
ま
す
。 

■
北
秋
田
市
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

募
集
対
象 

【
団
体
の
部
】
　
職
場
、
グ
ル
ー
プ
、

自
治
会
、
学
校
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子

ど
も
会
、婦
人
会
等 

【
家
庭
の
部
】　
個
人
又
は
家
族 

応
募
方
法
　
実
施
要
項
及
び
申

込
用
紙
は
中
央
公
民
館
、
鷹
巣
地

区
館
、
合
川
、
森
吉
、
阿
仁
公
民
館

に
あ
り
ま
す
。（
写
真
添
付
） 

申
込
期
限
　
８
月
15
日（
金
） 

審
査
・
表
彰
　
９
月
中
旬
に
す
べ

て
の
応
募
団
体
を
現
地
審
査
し

表
彰
を
10
月
下
旬
（
予
定
）
に
行

い
ま
す
。 

   

①
︻
『
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
﹄
で
か
わ
い

い
小
物
づ
く
り
︼

期
日
　
７
月
26
日
（
土
）・
８
月
５

日
（
火
）
　
時
間
／
午
後
１
時
〜

４
時
（
両
日
と
も
）
※
２
回
の
参

加
で
も
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
参
加

で
も
大
丈
夫
で
す
　
場
所
／
阿

仁
公
民
館
（
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン

タ
ー
）
　
講
師
／
菅
原
知
明
さ
ん

内
容
／
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
で
作
る

夏
の
小
物
（
初
心
者
向
）
　
参
加

費
／
５
０
０
円
　
定
員
／
15
人

そ
の
他
／
持
ち
物
な
ど
の
詳
細

は
受
講
者
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す 

         

②︻
初
め
て
の﹁
エ
ク
セ
ル
関
数
﹂︼

期
日
／
７
月
29
・
30
日
　
時
間
／

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分 

※
で
き
る
だ
け
上
記
２
日
間
の

出
席
が
可
能
な
方
　
場
所
／
阿

仁
公
民
館
（
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン

タ
ー
）
　
内
容
／
エ
ク
セ
ル
の
簡

単
な
関
数
と
ピ
ポ
ッ
ト
テ
ー
ブ

ル
で
の
デ
ー
タ
処
理
　
対
象
／

エ
ク
セ
ル
を
使
っ
た
こ
と
の
あ

る
方
で
、
関
数
初
心
者
の
方
　
参

加
費
／
無
料
　
定
員
／
５
人 

 

平
成
20
年
度
全
県
・
北
秋

田
市
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー

ル
参
加
者
募
集

◎
申
込
み
・
問
合
せ 

中
央
公
民
館
�

62-

１
１
３
０ 

阿
仁
公
民
館
講
座
募
集

◎
申
込
み
・
問
合
せ 

阿
仁
公
民
館
�

82-

２
２
２
０ 

コースターと一輪挿し 

け
ん
ぽ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く
ま
つ
に
か
ら
ど
り
ず

国
指
定
重
要
文
化
財（
絵
画
） 

 

佐
竹
署
山
筆

し
ょ
ざ
ん

よ
し
あ
つ 

佐竹署山筆 

「絹本着色松に唐鳥図」

か
の
う 
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INFORMATION お知らせ INFORMATION お知らせ 

■公民館 
北秋田市中央公民館　�６２－１１３０ 

【ロビー展】　高鷹大学ちぎり絵クラブ 

▼７・27（日）チャリティーダンス

パーティー＝18：30～21：00 

▼８・４（月）母と子のわくわく広場

＝10：00～11：30 

合川公民館　　　　　�７８－２１１４ 

【ロビー展】　合川俳句会／あじさい

グループ（20日～） 

▼７・21（月）合川婦人祭＝10：00～15：00 

森吉公民館　　　　　�７２－３２５９ 

【サロン展】　米内沢押し花サークル 

▼７・28（月）公民館公開講座「先人に

学ぶ」＝15：00～16：30 

阿仁公民館　　　　　�８２－２２２０ 

【ロビー展】　北山紫仙イラスト展 

▼７・16（水）・23（水）ＪＷ-ＣＡＤ入門

講座＝19：00～20：30 

▼23（水）生き活き大学学習会＝10：00

～14：00 

▼26（土）エコクラフト＝13：00～16：00 

▼29（火）・30（水）エクセル関数講座＝

19：00～20：30 

■文化会館 
▼７・19（土）東北電力名曲の夕べ＝ 

18：00～ハガキ申込者 

▼７・20（日）映画「相棒」＝①11：00～

②14：00～ 

▼７・28（月）映画「ケロロ軍曹３・ケ

ロロ対ケロロ」＝18：00～ 

■スポーツ 
▼７・20（日）第50回鷹巣地区職場対

抗野球大会＝鷹巣中央公園野球場 

▼７・26（土）阿仁地区スポーツ教室（キ

ンボール）＝阿仁体育館 

▼７・26（土）・27（日）小・中学校招待

ミニバスケットボール大会＝合川体

育館 

▼７・26（土）～28（月）ＪＡ共済学童

野球大会＝森吉球場 

▼７・27（日）第31回東日本野球北秋

田予選大会＝鷹巣中央公園野球場 

▼７・29（火）・30（水）第43回家庭婦人・

第９回８人制バレーボール大会＝森

吉総合スポーツセンター 

■
「
内
陸
線
お
ば
け
や
し
き
」ア
ル
バ
イ
ト
募
集

期
間
 
８
月
１
日
〜
８
月
10
日
、16
日
 

時
間
　
12
時
30
分
〜
18
時
30
分 

場
所
　
内
陸
線
阿
仁
合
駅
前
倉
庫 

募
集
人
員
　
８
人
程（
男
４
人
、女
４
人
） 

日
給
　
４
０
０
０
円 

申
込
み
・
問
合
せ
　 

内
陸
線
再
生
支
援
協
議
会
�

82-

２
１
１
１ 

■
ふ
る
さ
と
自
然
文
化
探
勝
会 

〜
小
作
争
議
の
舞
台
と
中
世
の
城
館
・
鉱
山
街
め
ぐ
り 

期
日
　
８
月
３
日（
日
） 

時
間
　
９
時
15
分
〜
14
時
40
分 

コ
ー
ス
　
阿
仁
前
田
駅
〜
五
味
堀
〜
小

渕
〜
阿
仁
街
〜
異
人
館
〜
阿
仁
合
駅 

参
加
資
格
　
内
陸
線
に
乗
車
し
て
参
加

で
き
る
方
／
４
時
間
程
度
歩
け
る
方 

参
加
費
　
３
０
０
円（
傷
害
保
険
料
含
む
） 

申
込
締
切
　
７
月
31
日（
木
） 

申
込
み
・
問
合
せ 

　
ふ
る
さ
と
自
然
文
化
探
勝
会 

　
　
　
　
　
　
�

66-

２
８
１
１
　 

■
夏
休
み
に
森
吉
山
の
自
然
と
鳥
獣
を
学
ぼ
う 

〜
森
吉
山
麓
高
原
で
の
環
境
学
習
会 

日
時
　
８
月
３
日（
日
）　
10
時
〜
15
時 

コ
ー
ス
　
森
吉
山
野
生
鳥
獣
セ
ン
タ
ー

〜
桃
洞
滝
を
散
策（
昼
食
等
持
参
） 

集
合
場
所
　
森
吉
山
野
生
鳥
獣
セ
ン
タ
ー 

参
加
費
　
１
０
０
円（
傷
害
保
険
料
） 

対
象
者
　
小
中
学
生
と
保
護
者
／
３
時

間
ほ
ど
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
で
き
る
方 

定
員
　
20
人（
申
込
多
数
は
抽
選
） 

申
込
締
切
　
７
月
29
日（
火
） 

申
込
み
・
問
合
せ 

環
境
省
秋
田
自
然
保
護
官
事
務
所 

　
　
　 

�

０
１
８-

８
６
７-

８
５
８
８  

■
機
械
整
備
に
関
す
る
基
本
計
測
測
定
講
習
会 

期
間
　
８
月
21
日（
木
）〜
22
日（
金
） 

時
間
　
９
時
〜
16
時 

場
所
　
鷹
巣
技
術
専
門
校 

　
　
　
自
動
車
整
備
科
教
室
・
実
習
場 

内
容
　
機
械
整
備
等
の
基
礎
知
識
・
基
礎

測
定
作
業
　 

対
象
者
　
企
業
在
職
者
で
、機
械
整
備
等

の
業
務
に
就
い
て
い
る
方 

定
員
　
10
人
　
受
講
料
　
無
料 

申
込
締
切
　
８
月
７
日（
木
）先
着
順 

申
込
み
・
問
合
せ
　 

　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校
�

62-

１
６
２
６ 

■
ひ
ろ
し
ま
原
爆
展 

期
間
　
７
月
26
日（
土
）〜
８
月
１
日（
金
） 

　
※
７
月
26
・
27
日
は「
被
爆
証
言
講
話
」、

「
被
爆
体
験
記
朗
読
会
」を
開
催 

時
間
　
10
時
〜
18
時
　
入
場
料
　
無
料 

場
所
　
秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
・
ア
ル
ヴ
ェ 

内
容
　
原
爆
被
災
写
真
、被
爆
資
料
展
示 

問
合
せ
　
秋
田
市
企
画
調
整
課 

     

�

０
１
８-
８
６
６-

２
０
３
３ 

 

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座（
中
期
） 

日
時
　
８
月
１
日（
金
）　
18
時
〜
20
時 

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
10
月
〜
12
月
出
産
予
定
の
方
及

び
そ
の
家
族 

内
容
　
調
理
実
習
、パ
パ
妊
婦
体
験
等 

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
・
エ
プ
ロ
ン
・

筆
記
用
具 

申
込
締
切
　
７
月
25
日（
金
） 

■
食
育
探
健
隊
員
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ス 

　
　
　
　
の
追
加
募
集
を
し
ま
す 

期
日
　
①
７
月
26
日（
土
）、②
８
月
６
日

（
水
）、③
12
月
13
日（
土
） 

対
象
　
小
学
校
低
学
年
と
そ
の
家
族 

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
、森
吉
保
健
セ

ン
タ
ー
、地
域
会
館 

募
集
人
数
　
若
干
名 

児童扶養手当とは・・・ 

　父母が離婚、父が１年以上行方不明、

父が死亡した場合などにより児童を

養育している母または養育者で、前

年の所得が一定額未満の場合に受給

できます。ただし、児童が児童福祉施

設等に入所している場合や母または

養育者が公的年金を受けている場合

は該当しません。 

特別児童扶養手当は・・・ 

　心身に障害のある２０歳未満の児

童を養育している方で、前年の所得

が一定額未満の場合に受給できます。

ただし、児童が児童福祉施設等に入

所している場合や、障害のために公

的年金を受けている場合は該当しま

せん。 

◆現況届について 

面接日　８月20日（水）～22日（金）

　　※８月20日（水）は鷹巣地区のみ 

時間　９：００～１８：００ 

場所　居住地区の市役所か支所 

▼１月２日以降に北秋田市へ転入さ

れた方は、所得証明と戸籍謄本が必

要です 

▼該当者には市からの通知を出しま

すが、通知が届かない場合はご連絡

ください 

▼上記日程や時間等で都合のつかな

い方はご連絡ください 

▼申告をまだされていない方は事前

に済ませてください（同居家族含） 

◎問合せ　福祉事務所福祉課 

�62-1113または各支所市民福祉課 

児童扶養手当 

市民プール　８月の教室
◎問合せ　�６２－５００１ 

初級水泳教室 

内　容 
泳げない方から、もっと上手に泳ぎたいと思っ

ている方まで、親切丁寧に指導します。 

リハビリを目的とした

水中運動教室です。普段、

段、肩・腰・膝が痛い方

でも水中では簡単に運

動できます。 

成人水泳教室 

7/31・8/7・21・28 期　日 

時　間 

7/30・8/6・20・27

14：00～15：00 19：00～20：00 14：00～15：00

中級水泳教室 

講習料 

水中健康教室 

内　容 

7/29・8/1・5・8 
19・22・26・29

期　日 

時　間 14：00～15：00

水中運動教室  
  
 

10：30～11：30

講習料 

シェイプアップ教室    
    
 

10：45～12：00

備　考 

プール受付で申込みのうえ、講習料を支払いください※印鑑必要
／講習料の他に毎回入館料が必要です（年間券・回数券等も使え
ます）※一人各教室１回の無料体験ができます 

身体の筋肉をバランス良

く伸ばすことで、筋肉の緊

張をほぐして血液の循環

を良くし、肩こり・腰痛の

改善・予防をしましょう。 

7/29・8/1・5・8・19・22・26・29 

18：00～19：00

7/30・8/6 
20・27 

各教室　月４回３，０００円 

営業時間 10:00～21:00 　定休日 月曜日 

13：45～15：00

上級水泳教室 

細かいフォームも指導します。

大会出場を目指しましょう。 

各教室　月４回３，０００円 

水中で気持ちよく全身

を動かし軽い体操や水

中で歩行等をします。

アクアビクスも行いま

す。 

7/31・8/7・21・28 
7/31・8/7 
21・28

健
　
康�　

保
健
セ
ン
タ
ー
　

62-

６
６
６
６

問 

お
知
ら
せ

　
昨
年
大
好
評
で
し
た
、
北
秋
田

市
ハ
ー
ト
フ
ル
倶
楽
部
の
「
男
女

出
会
い
企
画
」
が
今
年
も
や
っ
て

き
ま
し
た
。 

　
今
年
の
第
１
弾
は
、
男
女
そ
れ

ぞ
れ
15
人
が
今
を
と
き
め
く
秋
田

内
陸
縦
貫
鉄
道
ス
ー
パ
ー
ラ
ブ
ト

レ
イ
ン
で
列
車
の
旅
を
楽
し
み
、

み
ち
の
く
小
京
都
角
館
を
見
て
食

べ
て
回
る
男
女
出
会
い
の
ツ
ア
ー

で
す
。 

　
ス
ー
パ
ー
ラ
ブ
ト
レ
イ
ン
内
で

は
、
自
己
紹
介
タ
イ
ム
や
楽
し
い

ゲ
ー
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

夏
の
ス
ー
パ
ー
ラ
ブ
ト
レ
イ
ン
で
行
く 

角
館
散
策
グ
ル
メ
ツ
ア
ー

ハ
ー
ト
フ
ル
倶
楽
部
イ
ベ
ン
ト
　
今
年
度
第
１
弾
！ 

特別児童扶養手当 

教　室 

教　室 

期
日
　
７
月
26
日（
土
） 

時
間
　
10
時
15
分
〜
18
時
30
分 

集
合
場
所
　
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
鷹
巣
駅 

参
加
資
格
　
県
内
に
在
住
す
る
独
身
男
女 

参
加
費
　
女
性
１
０
０
０
円 

　
　
　
　
男
性
４
０
０
０
円 

 

（
乗
車
券
・
昼
食
・
車
内
交
流
費
を
含
む
） 

定
員
　
男
女
各
15
人 

申
込
締
切
　
７
月
22
日（
火
） 

申
込
み
・
問
合
せ
　
福
祉
事
務
所
内
、北
秋
田
市

コ
ウ
ノ
ト
リ
委
員
会（
愛
称
ハ
ー
ト
フ
ル
倶
楽
部
） 

　
　 

�

62-

１
１
１
３
　
　
62-

４
２
９
６ 

申
込
は
、メ
ー
ル
で
も
で
き
ま
す
　

fu
k
u
sh
i@
city
.k
ita
a
k
ita
.a
k
ita
.jp
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■
高
校
生
福
祉
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス 

期
日
　
８
月
６
日（
水
） 

時
間
　
13
時
〜
16
時
50
分 

場
所
　
（
社
）県
北
報
公
会
・
地
域
交
流
ホ
ー
ム
よ
し
の 

対
象
　
高
校
生
・
進
路
指
導
担
当
教
諭 

内
容
　
福
祉
の
仕
事
概
要
・
進
路
ガ
イ

ダ
ン
ス
・
福
祉
施
設
見
学
・
個
別
相
談 

定
員
　
30
人
程
度 

受
講
料
　
無
料 

問
合
せ
　
県
社
会
福
祉
協
議
会 

　
　
　 

�

０
１
８-

８
６
４-

２
８
８
０ 

■
県
立
大
学
シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
学
部 

　
　         

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

期
日
　
７
月
19
日（
土
） 

時
間
　
10
時
45
分
〜
16
時 

場
所
　
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス 

内
容
　
学
科
説
明
会
・
入
試
説
明
会
・
施
設
見
学 

※
無
料
送
迎
バ
ス
（
７
時
45
分
・
道
の
駅

た
か
の
す
発
） 

　
一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま
す 

問
合
せ
　
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　 

　
�

０
１
８
４-
２
７-

２
０
０
０ 

■
援
助
者
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー 

　
　
　
　  

　
〜
男
女
共
同
参
画
の
講
演 

期
日
　
７
月
23
日（
水
） 

時
間
　
13
時
〜
16
時
　 

場
所
　
ア
ト
リ
オ
ン
７
階
　
研
修
室 

演
題
　
切
れ
目
の
な
い
被
害
者
支
援
〜
心
の

傷
を
負
っ
た
人
た
ち
の
生
き
づ
ら
さ
と
回
復 

講
師
　
平
川
和
子
氏
（
東
京
フ
ェ
ミ
ニ

ス
ト
セ
ラ
ピ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
長
） 

受
講
料
　
無
料
　
※
託
児
あ
り（
要
予
約
） 

申
込
み
・
問
合
せ
　 

　
県
中
央
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

　
　
�

０
１
８-

８
３
６-

７
８
４
６ 

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
入
学
生
・
受
講
生
募
集 

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
通
信
教
育
で
介

護
福
祉
士
の
受
験
資
格
を
取
得
で
き
る

「
専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー
ス
」
及
び
生
涯

学
習
通
信
講
座
の
学
生
・
受
講
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。 

募
集
内
容
　
専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー
ス

（
介
護
福
祉
士
受
験
資
格
取
得
・
２
年
制
） 

募
集
期
間
　
10
月
15
日
〜
12
月
17
日 

※
生
涯
学
習
通
信
講
座
（
全
２
０
０
コ
ー

ス
以
上
）は
、通
年
申
込
受
付
し
て
い
ま
す 

問
合
せ
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　 

　
フ
リ
ー
�

０
１
２
０-

０
６-

８
８
８
１
 

■
国
家
公
務
員
・
入
国
警
備
官
採
用
試
験 

区
分
　
高
校
卒
業
程
度
 

採
用
予
定
　
約
１
２
０
人 

任
務
内
容
　
不
法
就
労
や
犯
罪
に
走
る

外
国
人
に
対
し
て
厳
正
に
対
処
し
、
日

本
の
安
全
と
国
民
生
活
を
守
る 

受
験
資
格
　
昭
和
60
年
４
月
２
日
〜
 

　
　
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者
 

受
付
期
間
　
７
月
22
日
〜
８
月
５
日 

試
験
日
　
９
月
28
日（
日
） 

試
験
会
場
　
仙
台
市
ほ
か
９
会
場 

問
合
せ
　
人
事
院
東
北
事
務
局
 

　
　
�

０
２
２-

２
２
１-

２
０
２
２ 

 

お
知
ら
せ

　中心市街地の活性化と賑わいの創出

を目的に、北秋田市軽トラック市・フリー

マーケットを下記のとおり開催します。 

　新鮮な野菜、山菜等でみなさんをお待

ちしています。来客者には景品やソーメ

ンのサービスなども用意しております。 

【日時】　７月20日（日）9：00～13：00 

【場所】　鷹巣駅前商店街通り 

◎問合せ　北秋田市商工会　�６２－１８５０ 

軽トラック市 
フリーマーケット開催 今年度から福祉医療費受給者証（マル福）の更

新は郵送で行います 

　更新が必要な方には、新しい受給者証（有効期限：平成21年

７月31日）を世帯ごとにお送りしますので、枚数と内容をご確

認のうえご利用ください。 

（新しい受給者証は７月末まで郵送します） 

　古い受給者証については有効期限（平成20年７月31日）が過

ぎましたら必ず破棄してくださるようお願いします。 

　なお、市で所得確認が出来ない場合（転入・未申告等）は、

市役所保険課及び各支所市民福祉課での窓口更新となります。

対象の方には別途通知書をお送りします。 

加入されている健康保険（社保・共済・国保など）が変

わった時は、必ず保険課にご連絡ください。 

◎問合せ　保険課（�６２－１１１７）または、各支所市民福祉課 

福祉医療受給者証の更新について

市営住宅

①南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13－２ 

　木造平屋　３ＤＫ　浴槽・釜なし 

　月　額　12,300円～20,400円 

②サンコーポラスなかたい住宅 

･･･鷹巣字東中岱51-1 

　鉄筋コンクリート造５階　３ＤＫ 

　月　額　43,100 円　共益費　800円 

③明田団地･･･福田字明田43 

　木造平屋　３ＤＫ　浴槽・釜なし 

　月　額　11,000円～18,200円 

④林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89-1 

　木造平屋　３ＤＫ 浴槽・釜なし 

　月　額　9,200円～15,200円 

⑤伊勢ノ森団地･･･米内沢字伊勢ノ森47-1 

　木造２階　３ＬＤＫ 

　月　額　22,500円～37,300円 

⑥御嶽団地･･･本城字上悪戸31-1 

　木造平屋　２ＬＤＫ 

　月　額　17,200円～28,500円 

※①～⑤は単身入居不可、⑥は単身入居可 

（家賃は入居世帯の人員、所得等により変動します） 

敷　金　家賃の３ヵ月分 

入居資格 

・収入基準を満たすこと 

・住宅に困窮していることが明らかなこと 

・公租公課を滞納していないこと 

・その他、窓口にて簡単な調査があります 

申込方法　都市計画課または各支所まで 

募集期間　７月17日（木）～28日（月）土日祝除く 

◎申込み・問合せ　 

 ①② 都市計画課　　　　�６２－６６４１ 

 ③④ 合川支所産業建設課　�７８－２１１５ 

 ⑤⑥ 森吉支所産業建設課　�７２－３１１２ 

７月31日（木）全血 
イオンタウンたかのす 
ケアタウンたかのす 
北 秋 中 央 病 院  

10:00～12:00 
13:20～14:50 
15:10～16:30

　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、申請により保険料の納付が免除され
る「保険料免除制度」があります。 

　保険料の全額（月額１４，４１０円）が免除
されます。 
　全額免除された期間は、保険料を全額納付
したときに比べ、年金額が１／３として計算
されます。 

全額免除制度 一部納付（一部免除）制度 

保険料の一部を納付し、残りの保険料が免除されます。 

◆１／４納付（３，６００円を納付）　⇒　年金額は１／２ 

◆半額納付（７，２１０円を納付）　　⇒　年金額は２／３ 

◆３／４納付（１０，８１０円を納付）⇒　年金額は５／６ 

●平成20年７月分～21年６月分の国民年金保険料免除申請は、７月から受付しています 
（平成19年７月分～20年６月分の申請期限は、７月31日までです） 

■申請者ご本人のほか、配偶者及び世帯主の方も所得基準の範囲内であることが必要です 

　保険料の全額免除や一部納付の承認を受けた期
間は、保険料を全額納付したときに比べ、将来受け
る年金額が少なくなります。 
　免除や一部納付の期間は、１０年以内であれば、
あとから保険料を納めること（追納）ができます。 
　保険料の追納には納付書が必要です。納付書の
発行は申込みが必要ですので、鷹巣社会保険事務
所（�62-1497）までお問い合わせください。 

保険料の追納について 平成20年度追納額表 （該当年度：月額分） 

H10年度 

H11年度 

H12年度 

H13年度 

H14年度 

16,590円 

15,950円 

15,320円 

14,740円 

14,180円 

　 - 

　 - 

　 - 

　 - 

7,090円 

H15年度 

H16年度 

H17年度 

H18年度 

H19年度 

13,970円 

13,770円 

13,810円 

13,860円 

14,100円 

6,980円 

6,880円 

6,910円 

6,930円 

7,050円 

年 度 年 度 全額免除 全額免除 半額免除 半額免除 

国民年金保険料の免除制度をご存じですか？

◎問合せ　保険課�６２－１１１７　または、各支所市民福祉課　 
 

入居者募集
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（診療時間 午後６：３０～９：００） 

日 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

曜 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

電話番号 

78－3338 

78－3161 

62－2882 

63－0105 

62－1101 

63－0515 

60－1055 

62－1455 

62－1155 

62－2261 

62－2882 

63－2700 

62－1146 

62－1400 

63－0105 

69－7311 

医 療 機 関 名  

疋 田 外 科内科医院  

国民健康保険合川診療所 

藤 原 医 院  

佐々木産婦人科医院 

盛 岡 外 科 医 院  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

う え だ クリニック  

北 秋 中 央 病 院  

近 藤 医 院  

津 谷 内 科  

藤 原 医 院  

たむら内科クリニック 

奈 良 医 院  

石川耳鼻咽喉科医院 

佐々木産婦人科医院 

児玉内科クリニック 

■次の事項をご確認ください 
▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医に電話等でご相談ください。 

夜間当番医（　）日程表夜間
診療

人口と世帯数

※６月30日現在住民基本台帳による 

総人口　38,679人（45人減） 
　男　　18,257人（18人減） 
　女　　20,422人（27人減） 
　出生　８人　転入　29人 
　死亡　41人　転出　41人 
世帯数  14,735世帯（6世帯減） 

前月比 
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北秋田市職員採用試験 お
知
ら
せ

た
だ
し
 

か
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６
月
16
日
〜
30
日
届
出
分 

一般事務　上級 
【受験資格】　昭和54年４月２日から昭和62
年４月１日までに生まれた者又は、昭和62年
４月２日以降に生まれた者で大学卒または平
成21年３月卒業見込の者 
【住所要件】 
　採用後、北秋田市に居住できる者 

 
一般事務　初級 

【受験資格】　昭和58年４月２日から平成３
年４月１日までに生まれた者。但し、学校教
育法による大学（短期大学を除く）を卒業し
た者若しくは平成21年３月卒業見込の者又は
これらに相当する学歴を有すると認められる
者は受験できません      
【住所要件】 
　採用後、北秋田市に居住できる者 

 

消防吏員　初級 
【受験資格】　下記①、②、③いずれにも該当する者 
　①高等学校卒業以上の者又は卒業見込の者 
　②昭和54年４月２日から平成３年４月１日 
　　までに生まれた者 
　③北秋田市消防本部任用規程に適合する者 
【住所要件】 
　採用後、北秋田市消防本部管内に居住できる者 

◆１次試験日程◆ 
期　　日　 9月21日（日） 
時　　間　 9：00～ （受付開始） 
　　　　　 9：50～10：00（試験説明） 
　　　　　10：00～12：00（教養試験） 
試験会場　ノースアジア大学 
問題形式　筆記試験教養（５枝択一式・40題） 
※２次試験の案内は１次試験合格者に通知
します（10月中旬） 

◆受験案内書・申込用紙配布◆ 
配布・申込期間：８月６日（水）～８月27日（水） 
配布・受付場所：市役所総務課 
※申込み用紙を郵送で請求する場合は、封
　筒の表に、「職員（○級）採用試験申込用
　紙請求」と朱書きし、宛先を明記して
　120円切手を貼った返信用封筒（A4サイズ)
　を必ず同封してください 
 
 
〒018-3392　北秋田市花園町19-1　 
北秋田市役所総務課　�０１８６－６２－１１１１ 

■
市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す
《
６
月
》 

　
慶
弔
費
３
万
円
（
３
件
）
▽
会
費
５
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３
２
４
０
円
（
９
件
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▽
そ
の
他
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万
１

５
５
０
円
（
６
件
）
▽
合
計
18
万
４
７
９

０
円（
18
件
） 

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が

出
席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。 

■
入
札
結
果
の
公
表
《
６
月
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０
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災
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旧
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事
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▽
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６
２
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▽
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９
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０
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仁
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３
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河
川
災
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工
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湯
車
川
右
岸
▽
７
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２
５
０
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▽

（
有
）長
岐
建
設
／
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▽
４
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▽
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０
０
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）長
岐
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大
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岸
▽
４
２
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０
０

円
▽（
名
）細
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／
寄
延
沢
川
左
岸
▽
３
４

６
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５
０
０
０
円
▽（
有
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林
道
災
害
復
旧
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事（
宝
附
線
）▽
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３
２
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６
５
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税 の 納 期 限 

７月31日まで 

国民健康保険税 第１期 
固 定 資 産 税 第２期 

　
市
で
は
今
年
度
、行
財
政
改
革
大
綱

を
策
定
す
る
予
定
で
す
が
、広
く
市
民

の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、市
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。 

【
募
集
】６
人
程
度
　【
任
期
】２
年 

【
資
格
】
18
歳
以
上
の
市
民
で
、行
財
政

改
革
に
関
心
が
あ
り
、
市
民
の
立
場
か

ら
建
設
的
な
意
見
を
持
っ
て
い
る
方 

【
申
込
方
法
】
申
込
書
（
行
財
政
改
革
室

備
付
け
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
同

室
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。申
込
書
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。 

【
募
集
期
間
】７
月
25
日（
金
）ま
で 

申
込
先
・
問
合
せ
　 

　
市
行
財
政
改
革
室
�

62-

６
６
０
６ 

北
秋
田
市 

「
行
財
政
改
革
推
進
委
員
」 

　
　
　
　
　
　
を
公
募
し
ま
す 

　７月１日号でお知らせした住民税の還付制度について、

該当する方には個別通知しているところですが、減額申告

書の提出はお済みでしょうか。 

　特別の理由なく期間内に提出されない場合には減額措置

を受けられなくなりますので、まだ提出されていない方は

お早めに手続きしてください。 

【提出期限】　７月31日（木） 

【提 出 先】　税務課（�62－1116）または各支所企画総務課 

年度間の所得変動による住民税の還付申告 

訂　正 
・６月16日号17ページ介護予防講座受講の案内 
　正＝講師　斎藤強さん 
　　《誤＝講師　斉藤清さん》 
・７月１日号７ページ植樹祭参加者インタビュー 
　正＝野宮健太さん（鷹巣高校） 
　　《誤＝野宮健太さん（鷹巣農林高校）》 
お詫びして訂正します。 

請求先・問合せ 

慶
弔
だ
よ
り
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第２２回 

■プログラム

音と光と炎の祭典
燃
え
よ
！ 

　
魅
せ
よ
！ 

　
　
伝
え
よ
！ 
午後４時〜
・前田小ロックソーラン�
・五味堀餅つき踊り�
・たなばた踊り
・阿仁前田獅子踊り�
・たなばた絵灯篭大行列 
午後８時〜 
・火まつりセレモニー�
・火文字�
・打ち上げ花火�
・火まつり太鼓
　　　　（終演９時２０分） 

【会場】

※天候等の理由により内容、 
時間が変更される場合があります 

　今年も夏真っ盛りの、８月２日から８月１０
日までと、８月１６日の１０日間、内陸線阿仁合
駅前倉庫において、秋田内陸線おばけやしきが開
催されます。 
　また、特設会場では縁日も開催予定ですので、
友人、家族、カップル等多くのご入場をお待ちし
ています。 

期　間　８月２日（土）〜10日（日）、16日（土）

場　所　秋田内陸線阿仁合駅前倉庫

時　間　１３：００〜１８：３０

入場料　小学生以上�５００円

　　　　内陸線利用者は４００円

主　催　内陸線おばけやしき実行委員会

問合せ　市観光案内所（四季美館内）

　　　　�０１８６-７５-３３５５

期　間　８月２日（土）〜10日（日）、16日（土）

場　所　秋田内陸線阿仁合駅前倉庫

時　間　１３：００〜１８：３０

入場料　小学生以上�５００円

　　　　内陸線利用者は４００円

主　催　内陸線おばけやしき実行委員会

問合せ　市観光案内所（四季美館内）

　　　　�０１８６-７５-３３５５

あ
に
あ
い

★
倉
庫
倉
庫

阿
仁
支
所
●

阿
仁
支
所
●

内
陸
線

内
陸
線

★
倉
庫

阿
仁
支
所
●

内
陸
線

あの恐怖がさらに・・・!?

阿仁前田河川公園 

内陸線ご利用の方４００円で入場できます 
（森吉山荘ご宿泊の方も４００円です） 

今
年
も
魅
せ
ま
す
！

【同時イベント】

異人館フェスティバル異人館フェスティバル

※臨時列車�角館・鷹巣行きともに２１：３０発

４号＝１万円、５号＝１万５千円、６号＝２万円

スターマイン＝１５万円から

※詳細相談、７月３１日まで受付

伝承館前

■お申込み・問合せ

　市観光協会阿仁事務所　　８２−３３００

阿仁の花火と 

灯籠流し 

阿仁の花火と 阿仁の花火と 

灯籠流し 灯籠流し 

阿仁河川公園

とうろう とうろう 

第46回 第46回 第46回 

� ���� ���
(土)

慰霊・お祝い記念花火募集！慰霊・お祝い記念花火募集！

【会場】
灯籠流し　　　18：00〜
花火打ち上げ　19：30〜

【臨時列車のご案内】阿仁前田駅発 【臨時列車のご案内】阿仁前田駅発 

午後９時１１分発（鷹巣行き・比立内行き同時発）�
午後９時４０分発（鷹巣行き・比立内行き同時発）

※専用駐車場はありません。どうぞ内陸線をご利用ください 

■問合せ 
　たなばた火まつり実行委員会（森吉山麓村おこし会） 
　�７５－３１８８（四季美館内） 

���
(木)

　毎年恒例、夏の一大イベント『森
吉山麓たなばた火まつり』も、地
域の皆さんに支えられ２２回を
迎えます。 
　各地区伝統の灯篭大行列、夜空
を華麗に彩る創作花火、川面に映
る県内最長の火文字群、炎と太鼓
の大競演、村おこし会が誇る大ナ
イアガラ（１４５．４ｍ）など、見所
満載で皆様をお待ちしております。 
　「燃えよ！魅せよ！伝えよ！」
音と光と炎の祭典をぜひご観覧
ください。 

内
陸
線
 

四
季
美
館
●
 

国
道
１
０
５
号
 

阿
仁
川

 

●あにまえだ 

●かつらせ 

★会場 

● 

よ
な
い
ざ
わ

よ
な
い
ざ
わ 

よ
な
い
ざ
わ 

場所

ビアガーデンなど内容

１５：００〜花火終了まで時間




